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本論文は 6 章からなり、まず第 2 章で、消防組織の阪神大震災時の活動に関するインタビューについてまとめ、コ
ミュニケーション支援の必要性について検討するo 次に、第 3 章では、緊急時のコミュニケーションの発生要因につ
いて論じ、権限、義務、責任、知識の 4 つのコミュニケーションに着目したコミュニケーションモデ、ルの構築手法に

















ている o 第 2 章では、消防組織の阪神大震災時の活動に関するインタビューについてまとめ、コミュニケーション支
援の必要性について検討している。第 3 章では、緊急時のコミュニケーションの発生要因について分析し、権限、義
務、責任、知識の 4 つのコミュニケーションに着目したコミュニケーションモデルの構築手法を提案するとともに、
その動作例、コミュニケーション先アドパイスシステムについて述べている。続いて第 4 章では、第 3 章で提案した
モデルをベースにコミュニケーションの観点からみた緊急時の組織形態の評価について、評価指標、並びにその評価
システムについて提案し、プロトタイプを構築してその有効性を示しているo さらに第 5 章では、意図と状況の軍離
を表象するインタフェースについて述べ、その評価実験を実施し、その効用について述べているo
以上のように、本論文は緊急時のコミュニケーション支援の方法論に寄与するものであり、その有効性も実システ
ムで確認されており、学位論文として価値あるものと認める o
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